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みんなで頑張るすくすくの今        

 開所１０周年記念  

すくすくまつり２０１０  

１０月２４日（日）１１：３０～１４：００ 

バザー売上高 １７２,４９０円（前売りを含む） 
 当日は朝から曇天で、細かい雨が降るという予報でした。その中で炊き込みご飯や焼きそばの準備は

どんどん進み、テントも立ち上がり、商品も運び出されました。バザー準備の経験者も多く、保護者やボ

ランティアのみなさんは、それぞれ自発的に各自の担当を選んで仕事を進めておられました。お互いのつ

ながりが深まり、連絡・連携がスムーズになった成果ではないかと思います。 

たくさんの方においでいただきたくて敦賀マラソンの日を避けたのですが、いくつもの行事と重なった

ようです。ですが、すくすくのバザーを楽しみにしていてくださる方々もおられ、今年もお元気そうなご

様子を拝見して、空の重さも遠のいたようでした。例年のことではありますが、当塾のご近所の皆様の駐

車場をお借りしており、準備の車やお客様方の出入りなどで、いつもは静かな住宅街が騒がしくなり申し

訳ありませんでした。皆様のご協力を深く感謝いたしております。 

 子ども達も次々と姿を見せてくれました。すくすくにいた頃よりはずっと大人びて、お互いに情報交換

をしたり、商品の運び出しを手伝ったりしながら、自信ありげに、きちんと挨拶をしたりする様子が微笑

ましかったです。 

 当会の子ども達も大きなボールで足回しをしたり、お店屋さんでお菓子を売ったりしました。午後から

は小雨がぱらついてきたので、一方ではお店を終いながら一方ではお客様のお相手をするという今までに

ない経験をしました。こんな状態の中では物事は予定通りにはいかず、トラブルが起こりやすくなるので

すが、大きな混乱はなかったようです。子ども達もたくさんの人の中ではありましたが、落ち着いて過ご

すことが出来ました。 

 

 

おいしい焼きそばが 

できたよ。 

      

 

 

お買いものすんで一休み。 

 豚汁のふるまい鍋、おいしかったよ。 

     

すくすく祭りの準備では、担当時間を区切って値札付けや草取りなどの参加を呼びかけたことで、大勢の方のご協力

を得られることができました。ありがとうございました。すくすくは、みんなで協力し、支え合って活動しなければ成

り立たない団体ですので、今後ともよろしくお願い致します。 

当日は朝から曇り空、午後からは雨になるという悪天候にもかかわらず、たくさんの方に

おいでいただき、楽しく過ごしてもらうことができました。 

また、子ども達も演技の発表やお店屋さんをすることで祭りを楽しむことができました。

以前、すくすくに通っていた人達も大勢来られており、“すくすく”がいつまでも安心でき

て温かく迎えてくれる場所だということを改めて実感しました。                                            

運営委員長 

前日の準備風景 

スィートポテトを作っています。 

 

 

 

 

 



開所１０周年記念 第１０回講演会報告  

わたし達のことを知って！ 「自閉症スペクトラムの医学」 ― 自閉症をどう治すか － 

         １１月７日（日）１：３０～３：４０                参加者 １１２名 

今回は初めての方も多く、石川県や京都府、滋賀県からもご参加いただきました。自閉症を脳科学の立場か

ら見るという観点を教えていただき、自閉症の子ども達の状態像に納得することが出来ました。具体的な支援

については今後の課題となるわけですが、子ども達が自分の力を発揮し、満足できる社会生活を送るためには、

各自にあった療育が大きな意味を持つことを再確認しました。脳の新しい回路を開くためには、わかる設定を

すること、よりよい経験を積み重ねること、健常児と同じ成長の過程を辿っていることへの認識を深めること

など、たくさんのヒントをいただき、人間が持つ可能性について大きな示唆を受けました。 

 中根晃先生にはお忙しいところ、遠くからおいでいただきありがとうござい

ました。これからも私たちに明るい希望を与えていただきますよう、どうぞお

元気でお過ごしください。 

１１月７日、日本自閉症スペクトラム学会会長の中根晃先生をお招きして、

「自閉症スペクトラムの医学 自閉症をどう治すか」という演題でご講演いただきました。 

お医者様という事もあり、専門的な内容で難しい言葉もたくさん出てきました-が、脳科学の観点から、発

達障害について詳しくお話していただきました。 

診断は疾患名の決定ではなく、現状の把握と医学的対応の相互確認であるとか、一度壊れた神経細胞は再生

しないといわれていたが、訓練次第で新たな神経回路の形成や強化もありうるなど、親としては元気が出るよ

うなお話もありました。広汎性発達障害については、今後自閉症スペクトラムと名前が変わるとの事。自閉症

スペクトラムのスペクトラムとは、連続体という意味です。虹の色は橙に近い赤もあれば、青に限りなく近い

緑もあります。一口で発達障害といっても症状も様々です。しかし拙劣であっても独自の様式で他人とかかわ

ろうとしているんだという事をお聞きして、ゆっくりであっても、でこぼこであっても、伸びようとする子ど

もたちの、育つ力を信じ、発達を促すためによりよい環境を用意して、見守っていく事が親として大切なこと

だなとあらためて感じました。                            研修相談委員長 

どうぞ皆様、ご参加ください！！ 歳末助け合い運動街頭募金活動 

日時 平成２２年１２月 ５日（日）午後１時～２時まで 

場所 平和堂前（白銀町） 

内容 担当者と一緒に、街頭に立って募金を呼び掛けてください。 

★ 当会は、２３年度もすでに共同募金会から助成金をいただくことになり、研修会や講演会の費用に充てる予定にな

っています。当会だけでなく、それぞれのグループがより良い活動ができるよう協力したいと思います。師走となり、お忙し

いこととは思いますが、会員の皆様、ボランティアの皆様、どうぞご協力ください。  

予 定 

資源回収活動       １２月 ２日（木）  ９：００～１２：００ 高音商店へ運び込み 

歳末助け合い運動街頭募金 １２月 ５日（日） １３：００～１４：００ 平和堂前 

 第２回料理教室      １２月 ８日（水） １８：４５～２０：４５ 西公民館 

企画会          １２月１２日（日） １４：００～１５：００ 後半の行事活動 

理事会          １２月１２日（日） １５：１５～１６：３０ 活動状況・課題 

ご協力ありがとうございました。  

おねがい  書き損じハガキがありましたらご寄付ください。切手に替えさせていただきたいと思います。 

バザーの商品は常時受け付けております。大変申し訳ありませんが、電化製品・衣類は、ご遠慮申し上げます。 

バザー商品・・・・・寺崎房江様  匿名様１名           

ペットボトルキャップ・・一力様 渡辺正規様 匿名様１名       

食品・・・・・・・寺井道晃様   書き損じ葉書・・・山田昭子様   

切手・・・・・・・山田昭子様   使用済み切手・・・浅海映子様   

再生封筒・・・・・山田昭子様 寺崎房江様     

 

 

 

 


